
　リーマンショックも過ぎた頃、株式会
社遠藤製作所は主要取引先からベトナム
での生産について相談を受けた。国内
メーカーの海外調達が加速し、他の協力
企業数社も同様の相談を受け難色を示し
ているなかで持ち上がってきた話だった。
迷った末、同社はベトナム進出を決断。
そこには、後継者問題に直面していた他
企業に比べ、若くして家業に戻った四代
目社長（当時専務取締役）遠藤聡氏の覚
悟があった。進出は簡単では無い。場
所、設備、人材、各種手続き等々、課題
は沢山あったが、ものづくりは「人」
だ、との思いがあった。
 まずは進出準備として2011年に海外
研修生制度を利用し、初めてベトナム人
研修生を受け入れた。3年の研修期間終
了後、現地スタッフとして採用しようと
いうストーリーを描いてのことだった。

そして、2名のベトナム人スタッフを配
属。しかし、話せる日本語は日常会話程
度だ。実務レベルの会話は通じないな
か、身振り手振りで仕事を教えた。まず
はものづくりの原点である手作業の仕事
からスタートし、バリ取り、検査業務な
ど、四苦八苦しながらの育成であった。
しかし、大きな気付きもあった。ベトナ
ム人は非常に目が良く、顕微鏡で見なけ
れば分からない程のバリを肉眼で見つけ
る。更に技術の習得スピードが早く、仕
事に熱心で貪欲である。言葉の壁はある
ものの、実に育成しがいのある人材だっ
た。海外進出を目指しながら仕事の海外
流出という不安も否めなかったが、研修
生と接している中で、今後の可能性を見
つけられた。
　遠藤製作所は、社員の仲間意識がとて
も強い企業だ。企業方針は「THE CRE-

ATIVE CREW」。「目標に対し
て社員一丸となって協力するに
は、一人一人とのコミュニケーショ
ンが大事です。仕事中はもちろ
ん、プライベートな場面でもコミ
ュニケーションは重要です」と遠
藤社長は語る。まさに家族ぐるみ
の付き合いだ。プライベートでも
時間を共有することは、母国を離
れ生活習慣も違うベトナム人研修
生にとって、日本の文化や習慣、

考え方等を知っ
てもらう良い機
会にもなってい
る。
　2013年、つ
いにベトナム工
場での生産を開
始した。日本人
2名、ベトナム
人10名であっ
た従業員数は、現在ベトナム人30名規
模に拡大している。ただし、国内の雇用
を蔑ろにしている訳ではない。国内は人
材が集まりづらいのだ。人材難は少子化
の影響もあり更に深刻になっている。遠
藤社長は「技術の継承、企業の存続を考
えると、海外の労働力は魅力であり、企
業を存続させる事で最終的には現在の国
内雇用を守る事になる」と10年、20年
後の国内雇用を守る手段として、海外の
労働力を位置付けしている。

「創造的な仕事（creative）をかけがえのない仲間（crew）と共に」
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　株式会社伊藤製作所は2013年11
月、インドネシア・ジャカルタ近郊で業
務を開始した。「インドネシア進出は全
く考えていなかった」というなかでの決
断だった。
　伊藤製作所は本社従業員100名程度の
会社だが、売上高は33億円（2014年3
月期）である。1996年にマニラに進出
し、2003年には経済特区であるカーメ
ルレイⅡに新築移転した。多くの顧客に
恵まれ、現在は従業員125名、売上高も
順調に伸びている。伊藤社長の20年以
上前からの持論は、「中小製造業の海外
進出にあたり、反日の国では決して成功
はしない」というものだ。金型製作の教
育には7年以上要する。反日を教育する
国、ジョブホッピングの定着している国
での金型製作は不可能に等しいのだ。
　昨年のジャカルタ進出のきっかけとな
ったのは、現地の財閥、メカル・アルマ
ダ・ジャヤ(MAJ)の「ARMADAグルー
プ」との出会いだった。ARMADAの会

長は最高の条件をもって、合弁での進出
を提案してきた。「でもうちは中小製造
業だし、二カ国に工場を立ち上げるのは
人材的にも資金的にも不可能だと考えて
いた」と伊藤社長は振り返る。それでも
ARMADA会長の再三に渡る誘いを無下
には断れず、進出検討に入った。しかし
日本本社は多忙を極め、駐在を送ること
は不可能な状態。そこで思いついたの
が、フィリピン人技術者の派遣だった。
　今回のインドネシア進出のカギは、フィ
リピン人スタッフである。現インドネシ
ア駐在の川崎副社長は「なんの縁故もな
い国で立上げができのは優秀なフィリピ
ン人スタッフのおかげ」と語る。立ち上
げには、日本人スタッフ1名とフィリピ
ン人4名が携わった。フィリピン工場の
エンジニアが立ち上げに参加することで
英語を主言語とし、言葉の障壁が殆ど無
く、技術移転が極めてスムーズに進ん
だ。また、それにより初期の教育費用が
大幅に軽減された。フィリピン人の技術
スタッフは、伊藤製作所の中堅技術者と
比較しても引けを取らない。川崎副社長
は「設計力に関しても、日本並みです」
と評価する。今後はISO/TS16949の
取得をめざし、しばらくは品質・工場管
理など、フィリピン人が行う予定だ。
　2014年8月には新事務所開設記念式
典が開催された。川崎副社長は「金型作

りで大切なのはチームワーク。日本人、
フィリピン人、インドネシア人が家族の
ように付き合って チームワークを作り、
将来はインドネシアで一番の順送り金型
のメーカーを目指しましょう」と挨拶を
述べた。社員数100人以下の中小製造業
であっても、海外との連携が必要な時代
になったことを実感した瞬間である。川
崎副社長がインドネシア人に語った夢
は、今、日本人が忘れかけている夢でも
ある。　
　現在、インドネシアの自動車の生産台
数は120万台だが、次の10年で倍増が
予想されている。成長期のなか、伊藤製
作所はフィリピン、インドネシアの工場
立ち上げを通じ、順送り金型でインドネ
シアの合理化、コストダウンに貢献する
という夢を拡大し続けている。フィリピ
ン人、インドネシア人、そして日本人。
３ヵ国の社員が見事に結束したチームワ
ークをつくる伊藤製作所の今後の発展が
楽しみでならない。
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川崎副社長がテレビ取材を受けた「エキサイト・アジア（アジアで頑張る日本人）」が、
NHK・BS1で12月頃放送される予定です。

 フィリピン人のスタッフと川崎副社長
〈左からJAYSONさん（プレス、金型保全）、JOENさん（金型設計）、川崎副社長、LARRYさん（金型仕上、組付け） 、NINOさん（CAM、NC加工）〉

インドネシア事務所
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